
第20期　環境経営レポート

対象期間：2021年6月～2022年5月

菅公工業株式会社

レポート作成日：2022年8月26日



１．ごあいさつ

２．環境経営方針

　新型コロナウイルス感染症の蔓延は相変わらず終息の様子もなく、世界情勢不
安や原材料費高騰により、我々の生活や事業活動は大変大きな影響を受けて
おります。そんな状況でも「ＳＤＧｓ」にも掲げられた持続性可能な環境問題は避
けて通れない大きな課題です。弊社は「エコアクション２１」の活動を積極的に取
り組むことにより、事業活動を通じて環境問題に少しでも寄与し、社会に貢献して
参りたいと思っております。
　
                                                                               2022年8月吉日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役会長　髙島　正廣

１． 事業活動に伴う環境負荷を最小するために、次の取組を行います。

① 二酸化炭素排出量の削減

　 　 （電力と燃料の削減）

② 分別排出等により再資源化と廃棄物の削減

③ エコ製品の開発・販売

④ 環境関連法規等の遵守

２． 環境経営方針を公開し、全従業員に周知します。

2009年10月8日制定

2018年11月1日(改定4）

菅公工業株式会社

環　 境　 経　 営　 方　 針

髙島 正廣代表取締役

　 人の活動により地球温暖化問題と資源問題は、ますます重要
性を増しています。

　 当社は、紙製品加工販売の事業を通じて環境保全に配慮し

て行動し、継続的に改善することを経営上の重要課題と考えてお

り、次の行動指針を定めます。
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3．組織の概要

　①名称及び代表者名
菅公工業株式会社（KANKO KOGYO CO.,LTD）

代表取締役会長　髙島　正廣

　②所在地 （※は認証・登録事業所です。）

本社※ 　東京都台東区駒形１丁目６番１号

足立センター※ 　東京都足立区入谷６丁目２番６号　文紙流通センター内

大阪営業所 　大阪府大阪市東住吉区矢田１丁目１０番１号

九州営業所 　熊本県熊本市南区近見３丁目４番１４号

埼玉工場※ 　埼玉県新座市野火止４丁目１番８号

　③環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

責任者： 代表取締役副会長　髙島　定夫

担当者： 取締役社長　髙島　賢一朗

　④認証・登録事業所の事業の規模（合計）
従業員数：６１人
延べ床面積：２，６６６㎡

  ⑤認証・登録番号・登録年月日
0005986　サイト認証（本社、足立センター、埼玉工場）

　⑥事業内容
文具紙製品の製造及び販売

主要製品例

祝儀袋 金封 二重封筒 定番便箋 履歴書

  ⑦実施体制図

2010年5月31日

本社 足立センター

所属長

一般従業員

会長

環境管理責任者

EA21推進委員会

営業部

所属長

一般従業員

所属長

一般従業員

所属長

一般従業員

大阪営業所 九州営業所

エコアクション２１
認証・登録範囲

エコアクション２１
認証・登録範囲外

認証・登録の範囲
全事業内容：製造、販売・出荷

埼玉工場
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４．環境経営中期目標と当年度の実績
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基準年度

目標 達成率 増減率

実績 評価 単位

― 74,889 97.0% 増減率(%) 0% 0% 0%

74,889 72,678 〇 ｋWh 74,889 74,889 74,889

― 6,058 66.3% 増減率 -0.5% -0.6% -0.7%

6,082 4,016 〇 L 6,051 6,046 6,039

― 47,837 88.1% 増減率 -0.15% -0.18% -0.21%

47,894 42,150 〇 ㎏－CO2 47,823 47,809 47,795

廃棄物削減

エコ製品の開発・
販売

法令等の遵守

― 13,609 70.6% 増減率(%) 0% 0% 0%

13,609 9,607 〇 ｋWh 13,609 13,609 13,609

― 5,573 74.9% 増減率 -0.5% -0.6% -0.7%

5,596 4,176 〇 L 5,568 5,562 5,557

― 19,054 74.1% 増減率 -0.34% -0.41% -0.48%

19,106 14,128 〇 ㎏－CO2 19,041 19,028 19,015

― 97,102 108.8% 増減率(%) 0% 0% 0%

97,102 105,639 × ｋWh 97,102 97,102 97,102

― 757 111.0% 増減率(%) -27.0% -27.5% -28.0%

1,030 840 × L 752 747 742

― 2,003 94.4% 増減率(%) -52.5% -53.0% -53.5%

4,173 1,891 〇 L 1,982 1,961 1,940

― 50,440 107.4% 増減率 -10.8% -10.9% -11.0%

56,476 54,195 × ㎏－CO2 50,376 50,312 50,248

― 2,397 105.0% 増減率(%) 0% 0% 0%

2,397 2,517 × kg 2,397 2,397 2,397

― 563 87.0% 増減率(%) -14.5% -15.0% -15.5%

655 490 〇 ㎥ 560 557 553

法令等の遵守

教育訓練

ロス率の改善

全社*4 二酸化炭素排出量 133,647 112,832 ― ㎏－CO２ ― ― ―

＊１：電力の排出係数（調整後）は０．４５０ｋｇ－ＣＯ２です。

＊２：増減率：基準年度に対する増減率です。

＊３：電力、燃料、廃棄物：削減量ではなく使用量、排出量です。

＊４：全社の二酸化炭素排出量には都市ガス、LPG使用に伴う同量を含みますが、３サイト毎の二酸化炭素排
出量に同量は含まれていません。

足
立
セ
ン
タ
ー

電力削減

燃料削減
（ガソリン）

二酸化炭素削減
（参考値）＊４

埼
玉
工
場

電力削減

燃料削減
（ガソリン）

燃料削減
（灯油）

二酸化炭素削減
（参考値）＊４

廃棄物削減

水道水削減

目標値を設定していないが
右記の事項を実施しています

適用法規のチェック励行

EA21定着と環境意識の
向上のための教育

各機械毎に不良率上限を定め、上
限を超えたものに対して原因を究

明する

分別排出等により再資源化と
廃棄物の削減を徹底

再生紙と間伐材使用紙の活用

適用法規の明確化とチェック

事業所 環境経営方針

当年度目標 中期環境経営目標

２０１７年度 ２０２２年度 ２０２３年度 ２０２４年度

本
社

電力削減

燃料削減
（ガソリン＋軽油）

二酸化炭素削減
（参考値）＊４

目標値を設定していないが
右記の事項を実施しています



５．取組計画、実施状況と次年度の取組

＊達成状況の記号について

取組
内容

事業所 取組事項
実施
状況

取組結果と次年度の取組

　･冷房２８℃、暖房２２℃推奨 △

　・エアコンのフィルタ清掃 〇

　・消灯、不要電気ＯＦＦ ◎

　・ＰＣ、プリンター省エネ設定 ○

　･冷房２８℃、暖房２２℃推奨 △

　・エアコンのフィルタ清掃 ○

　・消灯、不要電気ＯＦＦ ◎

　・ＰＣ、プリンター省エネ設定 〇

　・高効率エアコンの段階的導入の検討 ×

　・昼休み，残業時の不必要な照明の消灯 ◎
　・エアコン，照明器具の適切なメンテナンス
　　　　　　　　　　（保守管理）

◯

　・掲示板に月の実績値を表示（3ヶ月ごと）
し、比較検証

◎

　・エコドライブ 〇

　・６カ月毎点検時にタイヤ空気圧チェック ◎

　・エコドライブ 〇

　・６カ月毎点検時にタイヤ空気圧チェック ◎

　・エコドライブ等、運転方法の配慮 ◎

　・給油時にタイヤ空気圧の確認（月1回程度） ◯

　・車両の適切なメンテナンス（保守管理） ◎

　・高効率エアコンの段階的導入の検討 ×

　・休憩時の消灯や、上着等の着る物での
　体感温度調節

〇

　・石油ストーブの適切なメンテナンス（保守管理） 〇

　・掲示板に月の実績値を表示（3ヶ月ごと）
し、比較検証

◎

　　　　　　　燃費管理表

社名「菅公」の由来

埼
玉
工
場

本
社

電
力
削
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に
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る
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排
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減
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玉
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場

足
立
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タ
ー

コロナ禍ではあるが仕事量の増加によ
り、新規加工所の開拓や既存加工所
回りの増加によりガソリン使用量が増
加。引き続き取組事項に挙げた項目を
遵守し、削減出来るよう努める。

◎：よくできた　△：あまりよくできなかった
〇：できた　　　 ×：全くできなかった

梅雨明け後の猛暑・残暑によるエアコ
ン使用の増加、コロナ禍における換気
を行いながらの使用が増加の要因と
考える。感染防止が優先のため次年
度も様子を見る。

梅雨明け後の猛暑・残暑によるエアコ
ン使用の増加、コロナ禍における換気
を行いながらの使用が増加の要因と
考える。感染防止が優先のため次年
度も様子を見る。

化石燃料削減の為高効率エアコンを
冬場にも使用、また年間を通してコロ
ナ渦における換気を行いながらの使用
が増加の要因と考える。感染防止も優
先のため次年度も様子を見る。

コロナ禍による営業活動縮小により使
用量が減少。次年度も様子を見る。

コロナ禍による営業活動縮小により使
用量が減少。次年度も様子を見る。

平安時代に書の三聖の一人と言われた菅原道真公。学問と詩文に造詣が深く、

今日にいたるまで数多くの人々に敬われています。菅原道真公にあやかり、

その尊称である｢菅公｣を会社名にしました。
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取組
内容

事業所 取組事項
実施
状況

取組結果と次年度の取組

　・分別種類の表示 ◎

　・紙類の分別の徹底とリサイクル ◎

　・分別種類の表示 ◎

　・紙類の分別の徹底とリサイクル ◎

　・廃棄物排出方法のルール化 ◎

　・業者へ定期的に排出 ◎

　・掲示板に月の実績値を表示（3ヶ月ごと）
し、比較検証

◎

　・メーター等で漏水有無の点検 ◯

　・排水管等の適切なメンテナンス（保守管理） ◯

　・掲示板に月の実績値を表示（3ヶ月ごと）
し、比較検証

◎

取組
内容

事業所 取組事項
実施
状況

取組結果と次年度の取組

　・間伐材利用製品のＰＲと拡販 〇

　・エコマーク認定品のＰＲと拡販 〇

　・再生紙利用製品のＰＲと拡販 〇

廃棄物の分別化は定着してきている。
次年度も引き続き徹底する。

環境配慮製品の紹介

前年度に続き間伐製品の利用量は増
えている。引き続き同製品のＰＲの強
化する。

男女共便器の老朽化がみられるの
で、適切なタイミングで使用量削減が
期待できる製品に順次交換する。

廃番商品等の廃棄の為目標数値には
届かなかった。一時的なものなので引
き続き取組事項に挙げた項目を遵守
し、削減出来るよう努める。

廃棄物の分別化は定着してきている。
次年度も引き続き徹底する。

全
社

環
境
配
慮

製
品
の
開

発
・
利
用

水
道
水
の

削
減

埼
玉
工
場

一
般
廃
棄
物
の
削
減

本
社

足
立

セ
ン

タ
ー

埼
玉
工
場

古紙を４０％配合した再生紙使用し

てグリーン購入法に適合した製品
再生紙使用しエコマーク協会から認

定を受けた製品
間伐材を使用し全国森林組合連

合会から認定を受けた製品

5



６．環境関連法規等の遵守状況と訴訟の有無等

環境関連法規と契約等の遵守状況は下記の通りです。遵守状況の評価の結果、遵守されていました。

なお、訴訟等、及び関係当局からの違反の指摘はありませんでした。

７．代表者による全体の評価と見直し

情報の収集と評価（Input）

指示事項（Output）

ブランド「うずまき」の由来

グリーン購入法 手引書 グリーン基準への準拠

間伐材マーク使用規定 2～16項 全国森林組合連合会規定の遵守

エコマーク商品認定基準 №112 認定基準の遵守

東京都環境確保条例 ５２条、３７条 PM規制基準の遵守、アイドリングストップ

埼玉県生活環境保全条例 ４０条 アイドリングストップ

浄化槽法 ８条、９条、１１条 保守点検、清掃、法定検査の実施

東京都火災予防条例 ５８条 指定可燃物の届出

悪臭防止法 ７条 臭気規制基準の遵守

道路運送車両法 ４８条 定期点検の実施

家電リサイクル法 ６条 小売店への引き渡し、リサイクル費用の支払い

容器包装リサイクル法 １３条 リサイクル費用の支払い

適用される法規制、契約等 適用条項 適用事項

廃棄物処理法 １２条、１２条の３
収運業者と中間処理業者と契約、（M)の交付・管理・保管、
（M)交付報告書提出、廃棄物の保管管理

環境コミュニケーション記
録

評価事項 システム文書類 会長による評価

環境経営目標の達成
状況、環境経営鋭計
画の実施状況

環境経営計画書

コロナ禍により今後の動向が不透明なため、昨年度同様に電力
の目標値を基準年度の数値に設定し、引き続き様子みとする。

実施体制、その他

昨年に引き続き、コロナウイルス感染症による事業へ
の影響は大きく、改善の兆しが見えない中、出来る限
りの業務を遂行しながらＥＡ２１活動を実施してきた。
電力・燃料・二酸化炭素の削減の効果は見られたが、
本来の活動による結果とは判断できない。今後も状況
を見ながら活動を継続していく。
参加者のEA21活動への理解が深いので、このまま教
育を継続することを期待する。

変更の要否 会長の指示

□要　■不要

■要　□不要

□要　■不要

環境経営方針

環境経営目標
環境経営計画

指示対象項目

EA21の取組状況、教
育の状況、その他

教育訓練記録

法規等の遵守状況 法規制等の遵法性チェック

外部からの苦情・要望
等

創業者の髙島六助が会社を興すにあたり、川の流れの中にある大きな渦

を見た時に、勢いとどんな困難でも乗り越える力強さを持って最良のも

のづくりを行うべきだと考え「うずまき印」のマークを考案しました。

昭和55年6月コーポレートアイデンティティにより、うずまきの最後の線

を天に向かって矢印をつけ、より発展するようにと願い現在の形に至り

ました。
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